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１ 授業研究部 

【目的】 

児童が「進んでコミュニケーションを図ろうとする」ようになる為の授業改善に取り組み、課題を解

決する授業スタイルを構築することを目的とする。 

 

【取り組み】 

（１）授業スタイルの構築・改善と統一 

   高根小の課題を解決するために令和元年度の授業研究を重ねて授業スタイルを構築した。令和２

年度は、授業展開のどの段階でどのような活動を取り入れれば、より児童のコミュニケーションを

とろうとする意欲につながるのかを検討し、実践してきた。これを全学級で統一することで児童が

コミュニケーションを図ろうとする授業を実現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        ※単元計画、本時の目標及び評価規準をもとに、１時間の授業を構成する。 

 
①「Small Talk」について 

ア やり取りのポイント 

（ア）個と全体への問いかけを往復させる（切り返し）※推測させることが大切 

（イ）教師が自分のことを言う（自己開示） 

（ウ）相手の言ったことを受け止める（受容）「Oh」「I see」等 

  ※正しい表現で返す「What sports do you like?」「Soccer.」「Oh, you like soccer.」 

 

イ やり取り（個と全体を往復する）例 

（ア）JT対 AET…目的、場面、状況が明確  

「What ～～ do you like?」「I like ～～.」 

（イ）T対児童…個別のやり取りをする  

「Do you like ～～？」「What ～～ do you like?」等 

（ウ）T対全体…②のやり取りを他に広げる 

「I like ～～ too?」「Do you like ～～？」等 

 
 

導入・雰囲気づくり 
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本時の学習 

Today’s goal Activity Greeting 

前
時
の
学
習 

次
時
の
学
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まとめ・振り返り 

Look back Greeting 

 

耳を豊かにする活動 

 

Book talk Song Chant Small talk 1 by 1 

安心して取り組む土台を作る活動 

知識・技能を蓄える。 
知識・技能を働かせる活動 

活
動 

コミュニケーションの楽しさを味わう活動 

既習事項を復習する要素を含む活動 

自分の学びを 

振り返る活動 

JT ⇔ ALT 
(生きたやりとりのモデル) 
  ↓ 
JT ⇔ S1・S2 
  ↓ 
JT ⇔ Ss(クラス全体に聞く) 
  ↓ 
JT ⇔ S2(別の子に聞く) 
  ↓  
JT ⇔S3(他の子にも広げる) 
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（エ）T対児童…個へ帰る   

「Do you like ～～？」「What ～～ do you like?」 

（オ）以下同様 

 

②「１by１」について 

  既習の表現や本時に学んだ、伝えられるようにさせたい表現を児童の一人一人が教師と受け答えを

していく。その際、答えられなくても一巡するうちに他の友達の言っていることを繰り返し耳にする

ことで、どのように伝えればよいのかを理解し、２巡目に言えるようになっていく。 

 
（２）系統性のある学習内容の検討 

日高市教育研究会英語部が作成した Can-Do リスト（学習達成目標と学習内容）を活用して、教

科書の内容や表現を関係づけて一覧とし、６年間を見通してどのような内容を学習するのかを確認

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題】 

○成果 

 ・教師、児童ともに進め方を理解し、安心して授業を展開することができている。 

 ・教師が授業の展開を計画するときに、目的に合わせた活動を設定できるようになってきた。 

 

△課題 

・各職員の統一のスタイルによる授業実践を積み重ね、改善していく。 

・学習展開の中で、活動を通して児童が課題に気づき、設定していけるようにする。 

・取り組みに対する変容の見届け方を検討する。 

 →振り返りカードの内容の検討と改善 

…今まで評価の視点としていた BEST（B…Big and clear voice，E…Eye contact，S…Smile，

T…Try）にとどまらず、本校の課題であるコミュニケーションに必要な「相手の言いたいこと

をわかろうとして聞いているのか。」「自分の伝えたいことを相手に伝えられたのか。」を児童

の自己評価により変容を見取っていく。 

（案） 


